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研究成果の概要： 
 国語科におけるプロジェクト型学習の有用性とその評価方法の開発を行った。従来の国語科
の学習（例えば、教科書掲載の文章の読解）よりもプロジェクト型学習を取り入れることで、
学習内容が有機的につなげることができ、学習者の主体性を育み、資質や能力の伸長を図るこ
とができた。 
また、その学習成果を見とる方法として、学習振り返りレポートの作成を行なった。今後、

こうしたレポートをポートフォリオとして整理していくことが有用であることが示唆される。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
 プロジェクト型学習は、アクティブラーニングの一つの形態として近年、盛んに研究が進め
られ、実践が行われている。本研究は、中学校の国語科におけるプロジェクト型学習とその評
価方法の開発を目指したものである。こうした実践は、平成２９年告示の学習指導要領で求め
られる資質・能力の育成に資するものである。とくに、他者と協働して課題を解決する力や自
らの学びを客観視し、主体的に学んでいく力を育むモデルを開発したことで、今後の教科教育
におけるプロジェクト学習の推進が期待される。 
 
研究分野：教育学 
 
キーワード：プロジェクト学習 ポートフォリオ 
 
１．研究の目的 
 本研究の目的は、年間を通して取り組むプロジェクト型学習の教材とその方法を開発するこ
とである。国語科におけるアクティブラーニングとして、例えば、街にあふれている広告ポス
ターを非連続型テクストの読解・表現の教材とし、ポスター作りを行ったり、何らかの商品や
観光地の PR をするというプロジェクトを設定し、取材やプレゼンテーションを行ったりする
実践がある。しかし、中学校の国語科教育においては、こうした学習はしばしば他の単元との
関連性が薄く、連続的で系統立った指導計画に位置付けられていないことがある。 
本研究はこうした背景を踏まえ、年間を通して一つのプロジェクトを設定し、それを構成す

る小さなプロジェクトに段階的に取り組めるカリキュラムを開発する。学習者自らが企画・運
営し、また検証していく過程において、言語技術や社会スキルを獲得していくことを狙いとす
る。 
また同時に、こうした大掛かりなプロジェクト型学習が学習者の国語に関する関心・意欲に

どのように影響し、またどのようなコンピテンシーの獲得が図れるか、その評価方法を開発す
ることも目的である。 
 
２．研究成果 
 （1）小プロジェクトの設定とその学習効果 
  本研究では大きなプロジェクトとして「写真展」の開催を掲げた。その下位に小さなプロ
ジェクトをいくつか設け、大きなプロジェクトを達成しようという動機付けである。プロジ
ェクトでは、一貫して「目的達成型スピーチ」「合意形成を目指す建設的な議論」「内容と意
図が明確に伝わる報告」という活動を設け、コンピテンシーの獲得を図った。以下は実践の
概略図である。 
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   こうした小プロジェクトごとにアンケートやレポートを用いて、学習者自身が自己調整
的に学習を振り返ることができるよう取り計らった。アンケート結果では、こうしたプロ
ジェクト型学習を「好意的に捉えている」と回答した生徒が 80.2％、「主体的に学べた自
覚がある」と回答した生徒が 75％に上った。その反面、「コミュニケーションに自信がな
い」ことや「他者の力に頼るところが大きかった」などの理由でこうした学習になじまな
い生徒もいたことは確かである。しかしながら、そうした自己の理解から学習が深まると
捉えれば、プロジェクト学習自体に大きな価値があったといえる。 

   また、各プロジェクトのレポートを分析してみると、回を追うごとに、個人内での質的
向上が見られた。例えば、最初は何を書いて良いかわからず、「〇〇がおもしろかった」「〇
〇は大事だと思った」のような表記が多数見られた。振り返りによる学習効果を狙い、学
習過程の記述に注力させ、「どんなことをどんなことに留意して行なったか」を明確にさせ
た。すると、多くの学習者は「自分がどうであったか」「他者がどうであったか」「どんな
点に感心したり、反省したりしたか」という具体的な表記がなされるようになった。こう
した表記を促すためにレポートの評価のためのルーブリックを作り、目標を明確にし、そ
れに照らし合わせて優れたレポートの情報共有を行なった。 

   このようにして、レポートの型を身につけると生徒はその型を活用しながら、学習の振
り返りを行えるようになった。このことは当該のプロジェクト学習のみならず、その他の
学習レポートにおいても同様の成果があった。 

 
 （2）教科横断型学習としての価値 
   小プロジェクトの中

には他教科とも関わり
深いものが設定されて
いた。（1）の概略図中に
示された②「写真展の案
内音声等の作成」である。
この活動に取り掛かる
にあたり、プレ課題とし
て「美術館の音声案内を
聞きながら、鑑賞する」
という課題を設けた。こ
れは国語科の学習とし
て、メディアリテラシー
や音声言語に関わる学
習であるが、同時に美術
科における鑑賞の学習
としても位置付けられ
る。 

   当初、プロジェクトを
組み立てた際にはあくまでも国語科の学習の中のみで扱うことを予定していたが、内容を
精査していく過程で、美術科の学習との関連深いことを確認し、美術科教員の協力を得て
プレ課題の設定に至った。図は生徒の成果物である。美術科の学習として作品の感想を左
側に書き、右側に国語科の学習として音声案内について感想を述べている。この課題を設
けたことで、次の小プロジェクトの音声案内の作成の動機付けや手がかりとして学習を進
めることができた。 

   プロジェクト型学習はしばしば総合的な学習の時間に取り入れられるように、教科の枠
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を越えた学習課題となることが多い。本研究の場合、主軸を国語科におき、他教科と連携
を図り、学習を企画することができたといえる。 

 
 （3）今後の展望 
   （1）でも述べたように、学習の振り返りの質的向上を図るには、生徒にとって目標−評

価が明確であることや、過程−成果のメタ認知が重要である。これらを充実させていくには
ルーブリックの常用や学習履歴の記録が有用であることは明らかである。また、本研究で
はプロジェクトごとにレポートを設けたが、それらを精選したポートフォリオの作成に対
して、高い学習効果の可能性が見出された。今後は、こうしたプロジェクト学習と他教科
との繋がりや学習履歴の記録、ポートフォリオの導入などの実践的な研究を期待したい。 
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